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简 介 
    本稿翻译了杨杰(1889-1949)在中国国民党中央训练团党政训练班有关「复员问
题」的全稿,目的在于军队复员的基础研究。讲演的时间大约在 1942 年到 1943 年之
间。所谓复员既在战争终结后实行解除动员。杨杰所说的复员乃军人复员。首先讲
解复员的原则,介绍英美战争动员的情况后,对中国复员的历史和特征作了分析并阐
述了军队战后复员的工作安排。「复员问题」的讲演稿是本人最新发现的史料,尚无
任何研究和文集出现,本稿乃第一次言及。 
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１．はじめに 
 第二世界大戦終結後 70 周年（いわゆる戦後 70 周年）を迎えた 2015 年は、いわゆる内閣
総理大臣による「戦後 70 周年談話」の内容や北京で 9 月初旬に鳴り物入りで開催された記
念行事（軍事パレード）のような政治的な戦後問題だけでなく、戦争自体を総合的に検証
する機運の高まりも含んでいたと言える。現代の戦争は総力戦であり、人権も蹂躙され銃
後の日常生活をも壊滅状態となる。そのことはすでに 100 年前の第一次世界大戦からはっ
きりしている。ただ人類はそれでも二度目の世界大戦を回避することができなかったばか
りか、戦略爆撃（空襲）で多数の無辜の一般大衆が犠牲となった。 
 日本は植民地を保有しアジア太平洋地域に広く軍隊を駐屯・派遣していたし、たとえば
満蒙開拓団のように非武装の民間人集団が移民として外地にいたので、8月 15日の敗戦後、
かれらをポツダム宣言で認められた日本国内に移送する必要が生じた（総計 660 万人と言
われる）。いわゆる「引き揚げ」の開始である。引揚港が全国につぎつぎと設置され、旧
満州や朝鮮半島、シベリアからの引揚者・復員兵を迎え入れる呉をはじめ順次 18 港に 
なった。終戦後の引き揚げにはさまざまな困難（災難）が個々人にふりかかり（シベリア
抑留が代表的）、歴史の掘り起こしと記録がおこなわれ 70 年たった今でも尽きることはな
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 い。現在は当事者のほとんどが高齢化しており、貴重な歴史事実を記憶する必要も高まっ
ている。 
 引き揚げ船が多数寄港した舞鶴港には引揚記念館があり、所蔵資料の整理が行われてお
り、来年度の完了を目指している（１）。また 2015 年は「世界記憶遺産」に「舞鶴への生還
－1945～1956－シベリア抑留等日本人本国への引き上げの記録－」が国宝「東寺百合文書」
とともにユネスコで審査され、10 月 10 日未明に登録されたことが確認された。 
 本稿では、日中戦争終結後の軍隊復員に関する今後の研究のための基礎的な作業として、
楊杰（1889－1949 年）が中国国民党中央訓練団党政訓練班（２）で講演した講演録『復員問
題』の全文を翻訳して紹介する。正式には、「中央訓練団党政訓練班講演録 楊杰先生 講 
復員問題」で、民国 32 年 3 月に印刷されている。とすれば、訓練班での講演時期は早くて
も 1942 年下半期、遅ければ 1943 年初と考えられる。本稿の末尾で、復員についての研究
史を整理し、軍隊復員に関する史料にふれる。国民政府による具体的な復員計画の制定と
実施の状況分析については次稿以降の課題としたい。 
 日中戦争勝利後、国民政府には日本軍占領地区の行財政権接収のほかに、荒廃した国土
を復興させて秩序を回復するという使命が課せられていた。そのためには、動員から復員
への計画立案と実施、実施機関の設立などが急務だった。復員するということは、動員を
解除することにほかならない。個人としては動員以前の状態に復帰するわけであり（戦時
から平時の回復）、以前の職業に復職し家族とともに平時の生活を過ごすことになる。し
かしながら、中国の場合は、社会全体から観ると様相は単純ではなかった。日本軍が引き
揚げた地域に空白が生じ、空白地域を巡る権力ゲームが発生した。単純化すれば、国民党
の国民政府が支配権を獲得するのか、共産党による支配権の拡大か、である。これが後の
内戦に発展することになる。 
 そもそも楊杰の講演録『復員問題』は楊杰の著作の一部分を収集した『楊杰将軍文集』
（３）にも収録されていないし、楊杰研究の専門書、楊徳慧の研究書『楊杰将軍伝』、『楊
杰将軍思想研究』（４）でもまったく言及されていない。当然、数少ないほかの楊杰研究で
も同様、述べられることはなかった。これらの意味するところは何かと言えば、『復員問
題』が今に至るまで存在が認知されていなかった楊杰の未発掘史料（いわゆる新出史料）
であるという事実である。筆者は 2013 年初夏に偶然、「孔夫子旧書網」で発見してすぐに
落手したので、オリジナルを保有している。 
 戦時中に戦後の復員について語ること自体、楊杰は軍事戦略家として対日抗戦の結末（中
国の勝利）を予測していたと考えられ、そうした意味合いでも重要性のある興味深い史料
である。 
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図 1：楊杰講演 『復員問題』表紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：楊杰講演 『復員問題』概要 
 
軍人復員問題対処方案の一 149
 ２．楊杰講演『復員問題』全訳文 
1．本文内部の（ ）は訳者注である。 
2．講演ではあるが文章語で翻訳した。 
 
復員問題綱目 
引言 導入 
復員の意義、性質、範囲は動員の変遷にしたがって変化すること 
復員を実行する条件は、客観的な情勢と主観的な願望であること 
一国家がどのように戦争に突入したのかは、どのように平和に回帰するかであること 
一 復員の原則 
（1）条件のある復員、無条件の復員 
（2）復員の時機は、戦争の脅威がすでに確実に消失したことを条件とすること 
（3）復員の計画、復員の準備、復員令 
（4）政治復員の形式と本質 
（5）経済復員はどのような仕事をなすべきなのか 
（6）軍事復員 
二 英米の戦後復員 
（1）資本主義国家の復員問題の経済的背景と政治的背景 
（2）英米の有利な条件 
（3）英国のヨーロッパ戦線中の動員概況と戦後の復員 
（4）米国のヨーロッパ戦線中の動員概況と戦後の復員 
三 中国の復員問題の特徴 
（1）歴史上軍隊処理の方法におけるいく種類か 
a．原始時代の動員復員 
b．秦の始皇帝の復員方法 
c．隋の煬帝の復員方法 
d．采地（采邑 封建諸侯の封地）制度 
（2）抗戦後の軍隊復員問題 
a．軍人の願望と国家の需要の双方が互いに配慮すべきこと 
b．二種類の願望 
c．徴兵制と職業軍人 
d．労働軍 
e．兵士から警官へ 
f．傷痍軍人の処置 
結語 
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復員問題 
 一国家が戦争に適切に対処しようとするためには、軍隊を平時の組織から拡充して戦時
の組織にする。これがいわゆる「動員」である。戦争終結後、また軍隊を戦時の組織から
回復させて平時の組織にする。これがいわゆる「復員」である。 
 従来の戦争とは純粋に軍事力量の衝突だったから、動員の範囲は軍事に限られていた。
第一次世界大戦の経験は、軍事科学に巨大な変化をもたらした。各国の政治家と戦争指導
者は軍事以外の政治、経済、宣伝、外交といったさまざまな要素の重要性に気づきはじめ
て、旧式の純粋の軍事闘争の伝統的な戦争観念を放棄しはじめた。こうして国力戦、総力
戦、国家総動員などの理論が生みだされた。今回の世界大戦（第二次世界大戦）はこれら
種々の理論の正確性を証明することになった。今回の世界大戦の過程で、連合国側であろ
うと枢軸国側であろうと双方が全国家民族の軍事力量、政治力量、経済力量と文化力量を
動員して、お互いを壊滅する戦闘に参与した。復員は動員とともにやって来るのだ。動員
の意義は変わり、性質も変わり、範囲も変わった。そして復員の意義、性質と範囲も必然
的に変化した。第一次世界大戦以前、動員と復員が指し示したのは軍隊組織が平時と戦時
とで相互に移行して発生する変化だったが、今日、いわゆる動員とは、純軍事的な動員も
あれば、全国の各部門の総動員もある。もしも動員が全体的なのであれば、それでは復員
も全体的になるのだ。 
 国家総動員の目標は、国家全体を一つの有機的な戦闘体に変更することである。単位ご
との人力と物力のすべてに高度な戦争の効果を発生させる。戦争終結後、交戦国双方の敵
対行為はすでに存在せず、国家はすでに継続して膨大な作戦機構を保持する必要がなくな
った。戦争とは消耗であり、それも大量の消耗である。作戦期間中は双方ともに戦闘して
人民が困窮化して資源が荒廃し、疲労困憊する。事実上、どの国家でも常時戦争の態勢保
持するだけの力量はない。とりわけ資本主義国家は全生産組織が資本家の手中で操作され
ており、資本が追求するのは利潤であり、比較的高い利潤である。戦争が停止した以上、
兵器製造は利潤の目当てにはならない。資本家がすぐに戦前の営業を回復し、早急に復員
を要求するように迫ってくるのはごく自然のことである。兵士たちは故郷を離れて北戦南
征しながら、戦争に生き残り、戦場で白髪の慈母、美しく可愛らしい妻、天真爛漫な愛児
に想いをはせ、親戚友人、先祖の墓と墓守の小屋と田園風景を懐かしみ、復員の願望はさ
らに切迫したものとなる。政府と民衆はともに長期間の戦争のために極度に疲労しており、
戦闘の意志はすでに消沈しており、支える力がない。たとえ余力があったとしても、無益
な消耗を願わないのである。現代の戦争は人民の戦争であり、客観的な戦争情勢はもう存
在しない。復員の主観的願望もまた上下で一致しており、このような条件下で、戦争を執
行した政府はただ復員を実行するだけである。 
 復員問題はきわめて複雑である。その内容と範囲はこの時代とあの時代では異なるだけ
ではなく、この国家と別の国家間でも大きな隔たりがある。軍事型国防の復員方法と、総
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 動員型国防の復員方法とはふたとおりあって違っている。総動員型国防の復員方法と、準
戦時体制国防の復員方法もふたとおりあり違う。我々が今日講じるのは、一般的な重要な
原則だけである。個別の復員については、我々は二言で概括することができるだけである。
「一国家がどのようにして戦争に突入したのかは、すなわちどのようにして平和を回復す
るのかである」と。ある国家は敗戦してしまい計画的に復員を実行できないかもしれない
し、ある国家は戦争中に大きく進歩したかもしれない。必ずしも動員の歩みに照らして復
員を実行するとは限らない。あらましを論じる場合は、このような見解は正確である。 
 
一 復員の一般原則 
 戦争には、自国の国家民族が対外的に発展膨張する欲望を満足させる性質がある。他国
の国家民族の生存と独立を侵犯する侵略戦争は、二個か数個の強大な国家民族がたがいに
張りあう覇権争奪戦争である。祖国の領土主権を防衛するための全国家民族独立の自衛戦
争があれば、弱小民族が解放を獲得する革命戦争もある。たとえどの類いの戦争であって
も、どちらが敗れどちらが勝利したかにかかわらず、絶対にいつか終結しなければならな
い。もとより、交戦団体の動員作戦の目的は、相手方の意志を屈服させて自己の武力の下
に置くことである。闘争の結果、双方ともに勝利を獲得することは不可能である。勝利者
側は、すでに獲得した勝利を保持するために、敵方に抵抗を放棄させる。敗者側は自己の
失敗を挽回する救済策を講じ、敵方に進攻を停止させる必要がある。双方ともに戦争の終
結を要求する時機の到来を待ち、講話の話し合いをして講和条約締結後、敵対する行為に
終結が宣言されるのである。このとき交戦国は、誠意を示すために復員の行動をしめして
講話を擁護しなければならないのである。 
 もしも一敗戦国が、戦勝者に徹底的に消滅させられたならば、つまり戦勝者は敗戦国全
体を併呑してしまったならば、戦勝者自身がもう作戦を継続する必要がないと認識したと
き、単一の無条件の復員が実行可能になる。 
 復員以後、国家は戦前の正常な状態を回復する。作戦のために動員された人力と物力は、
社会に有益な部門に転移することができるし、人力と物力の消耗を消極的に減少するだけ
でなく、新社会の生産を積極的に増加するのである。時間的なことを言えば、復員の実施
は、むろん早ければ早いほどいい。速度的なことを言えば、復員の完成はもちろん速けれ
ば速いほどいい。一日早く復員すれば、一日分消耗を減らせるし、一部分の生産を増加で
き、国民経済を一日も早く平和時の繁栄に回復できるか、さらに一歩国民経済の発展を促
進することができる。 
 しかしながら、復員の実施には、時間的に一つの条件がある。それは戦争の脅威が確実
に除去され、戦勝者が進攻を継続するか、もしくは敗戦者が突然反攻するか、第三者が干
渉して、短期間のうちに再度戦争が発生するという事態にはならないか、である。講和条
約は調印されたけれども、復員をいつ開始するかは、当時の国際情勢によって最後の決定
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をすべきである。戦争の脅威が依然として存在しているときには、たとえ全国上から下ま
で一致して復員を希望したとしても、この希望に照らしてなすことはできない。歴史上少
なからずの敗戦者は講和条約締結を利用して戦争の情勢を緩和し、自己の力量が充実する
か敵側の防衛が粗忽な時機を待って再度戦争を発動する事実がある。もしも国際情勢と敵
戦闘能力の疲弊の程度を考慮しないならば、いったん講話に調印して復員を実行し、自己
の国家の武装を解除してしまうのである。敵側には緩兵の計にあたり、これで敵側を一挙
に壊滅させる可能性も大いにある。 
 ゆえに復員の時機を決定するのは非常に緊要なことなのである。ヨーロッパ戦線終結後、
ドイツはすでにベルサイユ条約を履行していた。ライン河畔には軍隊が駐留して協商国側
を監視し、ドイツの再起を防止した（５）。敗戦者の武装が完全に解除される以前、戦勝国
は復員を実行して武装解除できなかった。 
 復員のプロセス上、全体的な復員と局部的な復員、同時に復員する場合とじょじょに復
員する場合とがあるけれども、事実上は、大半は局部的な復員からしだいに全体的な復員
に到達する方法をとっている。全体的な復員を実行することは、歴史上特段多いわけでは
ない。敗戦国が敵に武装解除を迫られるときのみ、このようにできるのである。 
 政府は復員工作開始前、復員計画を作り上げ、復員の範囲とプロセスに対して、あらか
じめ精密な規定を作っておくべきである。復員に関する事項に対しては、逐一、充分に準
備すべきである。しかるのちに適当な時機を選んで、復員命令を発布すれば、理路整然と
しており順序を追って物事を進めるのである。 
 政治面では、およそ戦争の需要に適応して成立した新機構はすべて、復員の実施にした
がい少しずつ解消しなければならないし、戦争中に組織を拡大した機関あるいは縮小した
機関も戦後の必要性を根拠にして本来の組織を回復しなければならない。かりに戦争の結
果が国家の領土主権に重大な変化を生じせしめたとしても、復員の実施は講和条約が規定
する権利義務の制限を受けるのである。 
 講和条約締結後、交戦国の敵対行為が停止し、互いの敵対的な宣伝も完全に停止すべき
である。だが、これは純粋に理論的な言い方であり、事実上、戦勝国は敗戦国に数多くの
恥ずべき条件を迫る以上、もちろん敗戦国の国民は戦勝国に対する憎しみを深めるだろう
し、報復雪辱の感情は国民の心に燃え上がるだろう。たとえ両国が正常な外交関係を回復
したとしても、それは表面的で形式的なものにすぎないから、両国の外交戦は和平の宣告
により停止しないのである。戦勝国は獲得した既得の勝利を保持しなければならないので、
しばしば外交手腕を運用して利害が同じ国家と連合したり、同盟を締結したりして、政治
上、経済上敗戦国を圧迫して敗戦国の復興を阻止する。うらはらに敗戦国は、戦勝国とそ
の他の国家との矛盾する関係をいたるところで利用して、かれらの団結を離間して、縦横
に臨機応変に遊説して応戦し、包囲を突破し、外からの援助を奪取して、復興の目的に到
達するのである。教育上、戦勝国であれ敗戦国であれ、国民の思想面と精神面の武装を強
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 化し続け、次回の戦争の戦士を訓練するのである。クラウゼヴィッツ（６）は、戦争は政治
以外の別の手段の政治的継続であると言っているし、ルーデンドルフ（７）は、政治はある
別の手段を用いて先の戦争を継続したにすぎないと認識していた。このように言えば、復
員の作用は、交戦国に軍事戦から政治戦を導入し、次の軍事戦を準備するものである。国
と国との間で相互対立の関係が存在する限り、戦争は停止することができないのである。 
 経済面では、復員はどのような仕事をすべきなのだろうか。この点については数項目に
分けて述べることにする。 
 第一に、政府に指定されて参加した軍需物資を生産する個人経営の工場は、自由な生産
を回復するだろう。工業動員の期間、政府は工業を統制する。工場は何を製造する必要が
あるのかで、工場はその製品を製造する。工場はどれぐらいの分量を製造する必要がある
のかで、工場はその分量を製造する。復員以後、工場は自己の意志に照らして生産に従事
できるし、製造したい製品を製造できるし、どれぐらい製造するかで製造できる。動員の
過程で改装したすべての工場は、政府は復旧費を支払い、工場が営業を回復するときの損
失を補償しなければならない。すべての原料、生産工具、労働力、賃金を統制するさまざ
まな方法は、政府も一つ一つ廃止を宣言する必要がある。貨物の生産、運輸、分配、貯蔵
はみな、しだいに戦前の状態に回復し、商人資本家に自由貿易、自由競争をさせなければ
ならない。 
 第二に、財政面では、戦争は停戦したとはいえ、戦争の機構は戦前の状態に回復する必
要があるし、それには相当な時間が必要であるし、莫大な費用が必要である。財政当局は
政府が復員計画全体に規定した復員の順序に依拠して、復員の経費予算を編成し、この費
用が一段落したあとで、ふたたび財政復員を実行しなければならない。通過を整理し、外
国債および各種の公債を清算し、戦争によって増加した各種の租税を免除して、国民の負
担を軽減して、社会経済の繁栄を回復するのである。 
 第三に、金融面では、政府は通貨の継続的な膨張を防止し、外貨管理、資金の統制およ
び強制的な貯蓄を、借款、貸付、利率、利潤などの方法で制限し、環境が許す条件下で、
だんだん廃止しなければならない。一部分の法令は、動員の範囲に属するけれども、もし
も客観的な環境がその法令が存在し続ける必要があるとするならば、すぐに廃止すること
はできない。動員はもともと大変困難であるし、復員も容易ではない。両者ともに高度な
技術が必要である。長期間の戦争は国家を極度に疲労させ、やせほそって衰弱した病人は
別の人に支えられて歩けるようになる。第一次世界大戦終結後、各交戦国の経済が混乱し
た状況からすれば、経済復員は一つの命令でやりとげられるものではない。 
 戦争中、国家全体の経済体系は、軍事の需要を満足させるために働かなければならない。
平和な時期、国家全体の経済体系は国民経済の繁栄のために努力しなければならない。政
府が経営する兵器工業も、人民の日常生活必需品の生産に従事し、人民の物質生活の水準
を高めることができる。復員の目的は、農業および鉱工業の生産効率を最高段階に発揮さ
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せて、戦争から国民社会生活に移転する必要がある。 
 次に、軍事復員について話そう。 
 軍事復員が政治経済の復員と同じように、復員の計画と復員の命令が必要である。復員
命令は復員の順序を規定している。この種の復員は、しばしば時期を分けて実施するもの
である。第一期の復員はこれらの部隊に、第二期の復員はあれらの部隊にと、復員の計画
に明白に記載されている。軍隊が復員命令を奉じたら、戦地から防衛地または軍管区に撤
退して復員を実行する。 
 復員の順序は軍隊全体か、軍隊中の一単位かにかかわらず、二種類の方法がある。同時
に復員するか、部分的にだんだんと復員するかの二種類である。 
 兵籍（兵士の出身地のこと）が雑多でない部隊は、そもまま元来の軍区に復帰すればい
い。兵籍が雑多な部隊は、現役軍官と退役軍官幹部ともに所属していた部隊に戻らねばな
らない。職務があれば、定員外の将校下士官に充当する。服役期間を満了した下士官と兵
卒は退役させ、現役期間を満了した者は除隊する。在郷軍人に対しては、招集停止にする。
軍隊中の雇用者は即時解雇する。 
 軍隊で使用している軍馬車両は、常備兵と予備兵とに供給され使用しているもの以外は、
低廉な価格で人民に売り渡して使用させる。 
 商船を改造した軍艦は、砲座をはずして、元どおりに商船に改装することができる。余
分な軍艦も、商船への改装が可能である。飛行機、戦車、装甲車など、改装できないもの
はなく、民間の需要に供給できる。現代の科学の進歩は、日進月歩であり、今次の戦争で
使用した武器は次の戦争のときには廃棄物になってしまう。戦闘用具を改造するか工業用
具にするかも、生産力を増加する一種の方法である。 
 その他の軍需用品については、保存が必要な物品があれば、すべて倉庫に輸送して保存
し、不要な物品は廃棄する。または廉価で外国に売却する。前回の大戦後の米国もこうし
たのである。 
 軍隊復員以後は、交通も復員することができる。陸海空各種の交通手段に対する徴用を
停止し、新規交通手段も工業の復員によって大量に生産する。このとき民用の工業品と原
材料は自由に輸送できる。人民も自由に旅行できる。列車船舶飛行機の切符を買い、事前
登録する必要はなく、荷物の重量も戦時に厳しく制限されたようではなくなる。勝利した
国民は、復員以後、自由な空気を吸うことができるのである。 
 
二 英米の戦後復員 
 英米は商工業がもっとも発達した国家であり、資本主義国家の代表である。資本主義国
家の特色は、経済面では労資の対立があり、政治面では民主の精神がある。この二種類の
特色もまた一種の戦時動員と戦後復員の軍事制度を生み出したし、一種の国家総動員組織
の国防型を生み出したのである。 
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  ファシスト主義国家と社会主義国家は、戦前には動員、戦後は復員を実行したけれども、
動員から復員に到る過程で引き起こされた国防力量の変化は資本主義国家とは異なり大き
な差がある。資本主義国家の国防型は、動員から復員に到り、最大から最小に到る過渡期
まで、すなわち、作戦中は最大限の戦闘力量を動員して敵側を撃破する必要がある。戦後
は最小限の国防型を留保しつつ国家の安全を維持する必要がある。ファシスト主義国家と
社会主義国家とは、平時に膨大な数の常備軍を擁しており、そのうえ随時に動員すること
が可能であり、もっとも迅速な行動で戦争に対応できる。これは資本主義国家がなしえな
いことである。 
 なぜだろうか。 
 実にたくさんの原因を述べることができる。英米は資本主義国家であり、資本と生産工
具の大部分は少数の資本家の手に集中しており、資本家の中心的考え方は「利潤至上」、
「蓄財至上」である。資本家が生産に従事する目的は、国家の需要に適合するためではな
く、国民の需要に適合するためでもない。より多く稼ぐためである。誰がかれらに多く稼
がせているのか、かれらは誰に商品を製造しているのか。本国の人民でも、外国人でも、
友好国でも、敵国でもいいのだ。利潤以外はこだわらないのだ。このことから、資本家の
利益は常時国家民族の利益と矛盾を生じる。政府は国家民族全体の利益を代表すべきであ
り、国家民族の利益を考えるために、政府は平時対外貿易に干渉したり、敵性国家の商品
を制限したり、敵性国家への原料の輸出を制限して、虎にえさをやって自分がかみつかれ
るようなことは避けなければならない。このように、資本家の合法的な自由を侵犯し、資
本家の得る利潤を下げれば、資本家は当然反対するだろう。政府は資本家の利益を移転す
るために、やむをえず戦争の前夜になるまで、資本家に国内産業を政府が指導して、対外
貿易を制限することを応諾するよう、大声で慌ただしく叫ぶしかないのである。 
 政府が国防を強固にして軍備を拡充しようとすれば、利益を目当てにする武器商人は政
府のそうした政策に賛成するだろうが、その他の資本家は反対意見を提出するだろう。と
いうのは軍備を拡充するには巨額の経費を流用する必要があるし、政府が大金を使ってし
まったら、国民の負担も増加するからである。こんな風にするのは不経済だし、大多数の
資本家は平和を必要としているし、平和な雰囲気のなかでこそ財源が豊かになるからであ
る。政府は資本家の利益に迎合するために、やむなく戦争の前夜を待って、軍拡を実行す
ると要求せざるをえないのである。 
 現代の戦争は大規模な戦争である。これは全国家民族の運命を決する戦争であるし、国
民一人一人が参加を求められる人民戦争である。このようなタイプの戦争に携わろうとす
れば、平時には普遍的で強制的な徴兵制度を実施して、国民一人一人に厳格な軍事訓練を
施し、全員を戦士にしなければならないだろう。しかしながら、このような制度はまた資
本家の自由を侵犯するから、資本家とその子弟はこのようなおもしろみのない軍事訓練を
やりたくないのである。かれらは、兵士になりたい者が志願して兵士になる義勇兵制度を
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擁護する。職業軍人の待遇は良いとはいえ、一兵士が一生のうちに稼ぐ俸給を計算してみ
ると、一資本家が一分間のうちに得る収入額におよばないのである。こうした条件下で、
資本家に自己の高貴な身分を低く落とさせ、豪奢で快適、安全で自由な生活を放棄させて、
苦労で危険な自由が少しもない兵士生活に赴かせるならば、反対されないはずがあるだろ
うか。政府は資本家の自由を尊重するために、万やむをえない時期になってようやく、資
本家の代表者に徴兵制度を実行する許可を求めるのである。 
 総動員型の国防の政治背景と経済背景はこのようである以上、では、戦後の復員方式も
推して知るべしである。 
 英米両国には安全性の高い地理形勢があり、敵国の襲撃を受けにくい。高度に発展した
工業の基礎があり、文化的水準の高い愛国的な人民がいる。だから、平時に政治制度と社
会制度の制限を受けて、充分に戦争の準備ができないとはいえ、いったん戦時となれば、
各種の有利な条件を利用して、迅速に動員に動くのである。先の大戦と今回の大戦の期間、
英米両国の動員工作は、とても順調に進んだ。だが、われわれが研究しているのは復員問
題であるから、先の大戦の事実に基づいてのみ例証できるのである。 
 まずは英国から述べよう。 
 第一次世界大戦以前、経済はいまだ敵側に進攻する武器となってはいなかったので、経
済動員と復員工作に対してどの国家もまだ経験したことがなかった。方法のすべては現実
の困難な問題に迫られて出てきたのだった。 
 英国は工業化した国家であり、本国の穀物は不足しており、原料も大半は国外からの輸
入に頼っている。ドイツの潜水艦政策と英国の封鎖政策は双方に経済恐慌を引き起こした
（８）。英国はこの厳重な問題を解決するために、数種の方法を採用してきた。たとえば、
国際貿易局の設立は、輸出入貨物量を調節するためである。本国の需要もしくは敵国の需
要物資は、一律に輸出禁止にするか輸出を制限し、本国が必要としない物資は輸入を制限
した。多くの物資がこれに相当した。穀物、肉類、糖類はすべて政府が統制した。英国は
石炭輸出専売制度も実施し、石炭管理委員会を設立し、国内で必要な石炭量を確保し、連
合国には計画的に提供した後で、余剰石炭を高値で中立国に売却した。戦争に必要なので、
英国政府はすべての商船を回収して国営とした。周知のように、英国は自由貿易を実行し
ている国家である。しかしこのような自由貿易制度は戦争が終結して復員が宣言されて以
後になってふたたび復活したのである。 
 英国の戦時農業委員会は、農業動員工作を実行する機関である。この種の委員会は各地
の地主、自作農と小作農から組織され成立していた。その任務は計画的に農業労働力を供
給し、農業生産量を保持し生産力を高める方法を研究することだった。家畜、牧草、肥料、
機械と農具の必要量を規定し、農民にかれらの耕地に必要な農機具と材料をえられるよう
にしていた。のちに、多くの農業方面で必ず必要な農民と技術者に、政府は復員して帰郷
し、耕作に従事するよう特別に許可した。政府は同時に農業法を発布し、農産品の最低限
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 の価格の保証、小作農の最低賃金、畑を制限して不動産価値を高めること、入植開墾を奨
励する規定をした。大都市のなかにある公園と球技場は、生産を増産するために、野菜と
農産物を植えるように動員された。 
 復員以後、この種の方法も取り消された。第一次世界大戦中、英国は最初に特別機関を
設立し、工業動員を実行した。この機関とは戦時原料分配委員会（War Priorites Comittee 
of the Cabinet）である。各種別の企業が必要とする原料、生産工具と労働力の種類と需
要量を調査し、そののち政府の需要に照らして配給の順序と分量を規定する責務を負って
いた。こうした方法もまた優先制度と呼ばれた。 
 1914 年 10 月、英国は補給国際委員会を設立した。英国軍隊と連合国軍隊への供給を計
画的に按配した。1915 年にはまた戦時軍需部を設立し、軍隊の補給問題のすべてを解決す
る責任をもった。英国はそのうえ工業の消耗と利潤を制限し、国防法令を根拠にして資本
家の工場を国家の管理に帰属させた。炭鉱統制局も設立し石炭の生産、分配、輸送、価格
を管理し、資本家と労働者間の紛糾を仲裁した。最後に国内燃料法も発布した。全国をい
くつかの区に分けて、定量分配を実行し、燃料の消耗を制限した。鋼鉄工業、紡織工業と
皮革工業も政府の統制を受けた。政府は原料を発給し、製造した製品は依然として政府に
渡して管理し、価格も政府が規定した。 
 先の大戦中、英国の物価は商人の操作が暴利をむさぼり自己の利益を考えていたので、
変動が激しかった。英国は明らかに典型的な自由貿易国家だったから、社会の世論の圧力
と労働者団体との呼応により、1916 年に政府は徴発的な方法で奸商を処罰し、法定価格で
強制的に商人の物品を徴収したのである。 
 復員以後、このような方法は取り消された。工商業はもとどおりに自由貿易制度を回復
した。 
 軍事面ではどうだろうか。英国はそれまでずっと志願兵制度を採用してきた国家である。
第一次世界大戦開始後、志願兵志願者が少なくなったので、政府を苦悩させた。陸軍の指
導者ロバーツ（Roberts）元帥（９）は徴兵制度の実行を強力に主張したから、大多数の国民
から反対を受けた。開戦後一年以上がすぎ、戦況が緊張したことにより、政府は毅然とし
た態度で強制的に徴兵制を実行し、国家が敗退する運命を挽回したのである。 
 徴兵制の実行は予備役軍欠乏の問題を解決した。統帥部に非常に迅速に 500 万の新軍を
編成させ、続々と前線に赴かせた。大戦の終結後、召集して入隊した兵士はすべて復員す
る必要があっただけではなく、強制的な徴兵制も撤回し解消されたのである。英国はまた
戦前の志願兵制度を回復した。平時の国民軍事訓練も政府の奨励と激励で、国民による自
由な参加だった。 
 次は米国について話そう。 
 米国人民は英国人民と同様、両者ともに自由主義の崇拝者であり、自ら自発的に行動し、
干渉や制約に賛成しない。 
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 先の世界大戦で、米国は参戦がもっとも遅かった。工業動員がちょうど軌道に乗り、膨
大な軍隊がちょうど戦場に出動して、戦闘力をまだ発揮しないうちにドイツが屈服した。
米国は先の大戦中に動員と復員の大演習を実施したに等しいと言える。 
 1914 年から 1916 年まで、米国は資産 100 万ドル以上の富豪が二倍に増え、200 万以上の
富豪は三倍に増えた。ニアリング（Scott Nearing）（10）が 1917 年に『ニューヨークタイ
ムズ』（11）紙上に発表した統計数字によれば、欧州戦線の最初の三年で、米国の資本家は
30 億ドルの利潤を獲得した。このことはつまり、米国は参戦以前に、産業は政府の指導で
すでに動員を実行しており、各企業は各自の兵器を商売するだけにすぎなかったわけであ
る。巨大兵器企業はかつて同盟国から多額の発注を受けたが、米国参戦後半年以内に、新
編成の師団は機関銃を配備できなかったし、歩兵銃でさえも 41％不足し、大砲は 12％不足
した。戦争終結まで、米国が製造した飛行機と戦車はまだ戦場に運搬してなかった。 
 工業の動員はまったく政府と資本家との協議と共同の方法で進行し、強制の意味合いは
少なかった。数社は手厚い利潤を条件に、政府の注文伝票を受け入れた。しかし企業側に
動員の経験が欠けており、動員の準備もなかったので、機械設備と工場施設を改装し、原
料と技術者にも問題が発生した。8 ヶ月から 16 ヶ月たってから大量の出荷が機能したので
ある。生産がまだ展開されないうちに、戦争は終結した。機械設備と工場施設を改造しよ
うとして、復員を実行した。政府側は企業に復旧費用を支給する必要があり、補償は損失
で、巨額の費用を要した。この戦争で、資本家は賢くやった。政府は資本家に動員を要求
し、資本家は政府に要求して資金を供出させ、理想に合致する工場を建設し、生産工具と
原料と技術者を移転して生産を開始することができた。復員のときに、改装の手続きを省
けたのである。この種の方法は、少数の数家の権威のある企業に適用しただけだった。米
国の戦時生産委員会の報告によれば、去年（1941 年）米国参戦以後 6 ヶ月以内に、軍用品
の工場に改装した工場はすでに 28,000 軒に達したという。前回の動員は失敗したが、今回
はかなりうまく成功している。 
 米国は先の世界大戦に参戦する前は、ずっと志願兵制度を採用していたが、参戦前に徴
兵法を公布したところ、人民は勇躍して入隊に応じた。戦前は 13 万にすぎなかった正規軍
は、一足とびに組織され 350 余万の膨大な武装部隊を組織した。1918 年 4 月、米国は強大
な兵団 30 万人は大西洋を渡り欧州に上陸した。8 月、米軍は欧州戦線で 125 万人存在して
おり、10 月になると、すでに 185 万人に達している。 
 米国軍隊が大量に遠く外国に欧州に輸送できたのは、陸上交通および海上交通の管制の
力に全面的に依拠したからであり、交通動員は前回の大戦中、米国がもっとも効果的だっ
た。 
 大戦終結後、米国参謀本部軍事委員会はこの機会を利用して恒久的な徴兵制度を確立し
ようとし、議会に一般国民軍事訓練案を提出した。だが議会は国民全体の力で経済を発展
させるべきだと主張し、参謀本部の提案を否決した。軍隊の復員にしたがい、米国はまた
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 徴兵法を撤廃し、志願兵制度を回復した。 
 今回の大戦中、英米両国はふたたび徴兵を実行した。しかし戦後はまた軍隊の復員の必
要にしたがって兵役制度ですら復員しなければならいのだろうか。両国の歴史と政治、経
済制度および国民精神から見ると、可能性は大きい。 
 
三 中国の復員問題の特質 
 戦争は人民の社会生活の一形式である。戦争の方法と人民の社会生活の方法には分かつ
ことのできない密接な関係がある。軍隊の組織、装備および動員復員の方法はすべて国家
の生産段階と交通状態により決定するし、国防の型式も国家の生産段階と交通状態により
決定する。 
 中国は産業が落後した農業国家であり、農民は昔風の古ぼけた方法と粗末で使いにくい
農具で耕作する。機械工業はまだ萌芽段階で新式の工場は少なく、あってもかわいそうな
ぐらい規模が小さい。交通面も非常に困難であり、鉄道の 7、80％は敵に占領されている。
抗戦の根拠地で、もっとも便のいい交通道具は自動車、船舶である。しかしながらその数
量はごく少なくて、社会活動のすべては人力の発揮にたよる必要がある。人民の文化水準
について言えば、80％が文盲である。われわれの社会は少数の数都市以外、依然として無
政府状態にある。現代の戦争と現代の国防とは、組織こそ第一の重大事であり、すべてが
組織によって決定されるのは、周知の事実である。社会主義国家の人民戦争型国防、ファ
シズム主義の準戦時体制型国防と資本主義国家の総動員型国防のように、すべて高度に発
展した工業、四方八方に通じた陸海空の交通路線と厳密な社会組織が成立の条件である。
けれどもこれらの条件はわれわれは皆無である。われわれは最大限の努力で国家総動員を
実行しても、事実上、たくさんの場所と部門において動かせない。正直なところ、抗戦以
来確実に動員し、かつまた動員が一番上手くいったのは、やはり数百万の武装した軍隊で
ある。ここから、中国の戦後復員問題は、依然として軍隊の復員が中心である。軍隊の復
員に方法があれば、その他の問題も一刀両断に容易に解決するのである。 
 現在、まずわれわれは中国の歴史上軍隊を処理した方法をいくつか探してみよう。 
 中国の歴史には二つの特色がある。第一は封建時代が特別に長く、周初から清末に到る
まで、合計二千数百年ある。第二は農業経済が終始主導的地位を占めており、工商業は発
達しなかった。これにより、歴代の兵役はすべて農民が負担した。民は兵であり、官は将
だった。職業軍の形成はひところまえのことだった。農民は耕作と戦争との二つの義務を
負った以上、封建君主が征伐に携わらなければならないときには、農作業をする農民を連
れて行って兵士にした。これがいわゆる動員である。戦争が終結したら、すぐに軍隊を解
散して、兵士に郷里に帰って農作業をするように命令した。これが復員だった。軍隊は農
村から来て、元どおりに農村に帰った。本来はとても簡単だった。社会の進歩にともない、
封建君主の統治区域は日増しに拡大し、復員の問題は複雑化したのだった。 
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 春秋戦国時代になると、諸侯は混戦状態になり、数 10 万人ないし 100 万人以上になる大
兵団が出現した。秦の将軍白起（12）は伊闕を攻めて 24 万人を斬首し、華楊を攻めて 13 万
人を斬首し、長平を攻めて 45 万人を斬首した。このことからその当時の戦争がすでに大規
模だったことがわかる。では秦の始皇帝は六国（韓・魏・趙・楚・燕・斉）を併呑した後
で、かくも膨大な軍隊の復員問題をどのようにして解決したのだろうか。 
 第一に土木工事を大規模に振興し、軍隊を利用して宮殿を修復させたこと。そして六国
から略奪して手に入れた珠玉宝石、鐘や鼎、楽隊、美人をみな貯蔵して、自己の享楽に供
した。およそ阿房宮の賦（13）を読んだことがある者なら、始皇帝が建築した宮殿は規模が
広大であり、未曾有だったことを、誰もが知っている。 
 第二に、長城を建築したこと。始皇帝は夷狄（匈奴のこと）が南侵するのを恐れ、蒙恬
（14）に兵 30 万を授けて夷狄を砂漠から駆逐する一方、扶蘇（15）に武装解除後の兵士を率い
させて長城を築かせ、国防ラインを建設したのである。 
 第三に、武器を没収して、転戦して善戦した軍官を殺害した。歴史上かれが皇帝となっ
て以後、「名城を破壊し、豪傑を殺し、天下の兵をおさめ、これを咸陽に集め、鉾を溶か
して、金人十二体を鋳造し、天下の民を死なせた」（16）。これは被征服者が機に乗じて秦
国政権を転覆することを予防する安全のための措置だった。 
 第四に、都市が発展したこと（17）が始皇帝の統治権を強固なものにした。かれは全国の
富豪 12 万戸を咸陽に転居させた。当然、富豪は邸宅を建築する必要があり、一軒で 14 人
の労働者を雇用したから、計算すると 100 万人以上必要となった。こうして、富国もまた
政府を妨害しないですんだ。兵士も都市を離れるにはおよばなくなったのだった。兵士は
肉体労働者、商人、小市民になることができた。 
 これは軍隊復員の一種の典型例であり、歴代の復員はみな多少なりとも始皇帝の影響を
受けた。 
 次に、隋の煬帝について述べよう。 
 『隋書』食貨志には、隋の煬帝が遼、碣に北伐を準備していたとき、最高統帥部を設立
し、「掃地為兵（地をはらうようにすべてを兵士となす）」の四文字は、強制的な国民総
動員であると述べている（18）。 
 復員のときはまた、どのようであるのか。 
 煬帝の方法と始皇帝の方法には大差がない。『隋書』食貨志には、「煬帝が即位し、東
都を建設しはじめ、毎月人夫二百万人が必要になった」（19）と述べられている。この 200
万人のうちには、当然ながら少なからずの兵士が参加した。煬帝は東都を建設する以外、
顕仁宮、西苑、迷楼などもまた建設した。韓偓によれば、迷楼は数万人が一年の時間をか
けて完成したという。 
 五胡（20）が華夏の地を乱してから、中国の経済の中心は長江流域に移転した。煬帝はみ
やこと経済の中心とに密接な関係を発生させるために、100 万人以上を召集して永済渠を
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 開削し、10 余万人を召集して邗渠を開削した。運河（21）を掘削した以外、西北から河北に
到る長さ約 3,000 里（1 里は 500m）幅 100 歩の「御道」（22）を修築した。このような大規
模な土木工事は、全国の力を傾注してようやく完成するものだった。 
 五胡が華夏を乱した教訓は、隋の煬帝に北辺の胡人の脅威を深く感じさせた。そこでさ
らに 20 万人を召集して万里の長城を修築した。 
 もちろん、多くの偉大なる土木工事は、退役軍人たちが完成したのではなかった。けれ
ども、これらの徴発された人民のなかで、必ず少なからずの兵士がいた。古代の兵役は力
役と密接に関連していた。兵士は戦争を終えると、宮殿を修築し、運河を開削し、道路を
修理し、長城を建築し、漕糧を運送するなど、皇帝のために力仕事をした。戦争終結後に
皇帝がいなければ、軍隊をこのような労働に利用できなかった。隋の煬帝は代表的な人物
の一人にすぎなかった。 
 歴代君主にはもう一つの復員の方法があった。すなわち諸侯に分封し、人民の土地を功
績のあった将帥にあたえた。大将軍には多めにあたえ、階級が低い者には少なめにあたえ
た。兵士は自分の指揮官と一緒に雑役夫、家庭の使用人、農民になった。元朝が中国の主
人になると、功績のある将帥で行賞が最多だったのは 80,000 戸に達した。さらに 1、2 万
戸が多く、兵士は民間に分配して扶養したり民衆を監視させたりし、人民の革命を防止し
た。明初には、こうした官田が民田の七分の一を占めた。清朝は人民の田畑を没収し、分
割して王室の荘田、宗室の荘田、八旗の荘田とした。皇帝の親戚、将帥から兵士までみな
が田畑を分配された。以前中国には「解甲帰田（軍装を解いて帰農する）」という俗語が
あったが、当時の復員を説明しているが、のちに「解甲領田（軍装を解いて田畑を所有す
る）」に変遷したのだった。 
 中国のこのたびの抗戦は中華民族の自由を奪取して解放する革命戦争である。以前の封
建君主が統治権を争奪したのは、一家一姓の利益ためであったが、国民を駆使して戦闘す
る戦争とはその性質が大いに異なるのである。今回の戦争に参加した軍隊は、5、600 万人
あるいは 1,000 万人に達する。中国の歴史上前例がない。それでは、戦争に勝利し終結以
後、われわれはどのように復員を実行すればよいのだろうか。われわれはこのように膨大
な軍隊をいかにして処理すればよいのだろうか。 
 わたしは中国の軍隊復員問題を解決するには、二つの点に注意しなければならないと考
えている。第一は軍人の願望であり、第二は国家の需要である。抗日軍隊の編成は、かな
り複雑だと言える。民国の建国以来、中国はずっと募兵制度を採用していたし、抗戦が開
始される段になって、徴兵を実行したのである。徴兵制実行以後も、ある地方はそのまま
募兵を続けていたし、そのうえ徴兵の基礎がまだ安定しないうちに、徴兵された兵士の一
部は他人名義の替え玉だったし、一部は地方政府当局が強制的に徴発して連れてきたのだ
った。たとえ徴兵された兵士だとしても、部隊に編成してから数年間戦闘をしたら、軍籍
（軍人としての資格と身分のこと）も混乱していた。中国の交通はこのように未整備であ
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り、事実上、数百万人の大軍が正規の手順で復員を実行するのは絶対に許されることでは
なかった。だからわれわれは一種折衷的な方法を採用するしかないし、軍人の願望と政府
の必要性との間で活路を見いだすしかないのである。 
 兵士のなかには、わずかではあるが富豪の子弟も含まれており、家には父母と妻子があ
った。かれらのほとんどが帰宅後は引き続きのんびりとした気楽な生活を送れることを希
望していた。わずかではあるが軍隊生活に慣れ、家庭観念はとても希薄であり、帰郷して
家に帰っても、失業したのではないが苦痛を感じた兵士もいた。こうした者は軍隊を離脱
することを願わず、（軍営で）集団生活を継続して送ることを望んだのである。 
 だいたいのところ、兵士の願望はこの二種類にほかならない。復員を実行する以前には、
準備期間があるに越したことはない。兵士の願望を調査してみると、帰郷帰宅を願う者に
は、可能ならば除隊させ、もしも服役期間未満であれば、原籍の軍区に帰して継続して服
役させるのである。 
 引き続き軍隊での生活を願う兵士には、いかなる職をあてがうのか、実に研究に値する
重要な問題である。 
 第一に、中国は戦後も相当数の国防軍を維持しなければならない。国防軍の素質もまた
可能な限り高めなければならない。国防軍の構成は、兵籍制度と歩調を合わせる必要があ
る一方で、一部分の志願兵を保存しても差し支えないし、志願兵を選抜して職業軍人の兵
士となして任務を担当させるのである。 
 第二に、中国は戦後積極的に経済建設工作を展開しなければならない。経済建設中、工
業、交通（交通インフラの整備）、開墾（荒れ地を開墾して耕地化すること）がもっとも
重要である。この種の事業には大量の労働力が必要であり、経済建設の効率を高めるため
には、志願制で服役している兵士を組織して労働軍としてもかまわない。つまり軍事組織
の形式で生産建設工作に従事するのである。とりわけ人煙稀少な地区では荒れ地を開墾し
て、鉄道と道路を修築し、工場を建設するのである。このような労働軍の組織は十分必要
なのである。 
 第三に、さらに一部分の知識水準が高い兵士は、都市での居住が長いので、かれらは荒
涼としている辺鄙な地方には行きたがらないから、都市に未練を持っているのである。こ
のような兵士は、憲兵、警察官に充当して社会秩序と治安の維持させるのが一番よい。も
しも各省各市各県の警備保護制度が健全になったなら、必要とする憲兵と警察官の数は必
ず多いだろう。 
 第四に、傷痍軍人の処理も大変重要である。すでに戦死した将兵には、政府がかれらの
家族に対して、当然ながら高額の遺族慰問金を出すべきである。ただし、これら国家民族
のために腕や足をなくした傷痍軍人はかれらの家族を補償救済する以外、かれらの一生の
生活を当然解決すべきである。わたしは動けない傷痍軍人には栄誉軍人教養院を設立して
終生扶養し、まだ生産能力があるものは身体障害者として扱う。政府はかれらに限られた
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 仕事能力を発揮させ、戦後中国の生産建設に参加させる必要がある。抗戦以来、多くの学
者専門家が栄誉軍人の処置問題について研究に努めており、管轄機関は目下、新しい村落
を組織していたり、工場を設立していたりとさまざまな実験をおこなっている。栄誉軍人
のために幸福な前途を拓き、将来は好成績をあげることができると希望している。 
 復員の問題は広範囲にわたるし、その内容も極めて複雑であり、いちいち説明している
と、決して一、二時間で述べきれるものではない。今日語ったのは復員問題のおおまかな
部分、簡単な輪郭、いくつかの重要な原則にすぎない。遺漏している箇所は各自が研究を
続けて、補充してもらいたい。軍事学術の進歩により、漏員は動員と同様、すでに比較的
専門的な学問になった。数多くの工作があり、少しの常識を備えている人では決してその
任に堪えられない。動員工作がうまくできないと、戦闘に勝利しえない。復員工作がうま
くできなくても、大乱がおこるかもしれない。歴史上数多くの現にある例は、われわれが
問題を研究する際に参考になる。しかしながら、今日の問題を解決するには、脳みそを絞
って一連の新しい方法を考え出さなければならない。これもまたみながゆるがせにしては
ならないことである。 
（完） 
 
３．おわりに 
 今後の研究の進展ため、復員に関する研究史と史料面に関して、簡潔に整理をしておき
たい。 
 中国の復員に関する日本側の研究としては、軍隊のそれについては管見の限り未見であ
る。ただ教職員の復員について基本的な事柄を整理した研究が存在する（23）。中国大陸で
は、青年軍（青年遠征軍）復員の一般的な研究（24）、江蘇省を例とした青年軍復員の実態
状況の研究（25）がある。前者は青年軍は知識水準が高く装備も近代化されており、1944 年
に建軍し 1946 年には全体の復員が終了したと述べる。復員には国民政府が有効な措置を採
用したので、復員後は大学への復学、就業、兵営に残留する方向で、復員は比較的スムー
ズに進んだと結論づけている。一方で後者では江蘇省青年軍の復員事例研究である。本文
中では、国民政府は復員を主管する機関を設置、法令諸規則を制定して順序よく青年軍の
復員を実施した経緯が検証されている。ただしそれでもやはり、就業問題が完全に解決さ
れないことから、経済的に困窮してしまう復員兵が発生したと述べている（26）。 
 中国では解放後の復員研究がもっとも多い。一例として、1950 年代の安徽西北地区にお
ける復員軍人が受けた各種の優待政策を基礎に、かれらの郷村における境遇を提示した研
究では、中国政府が復員軍人を重視した優遇政策を実施していたのは、かれらを社会主義
建設の中核に据えようとしていたと指摘している（27）。また在地の郷村幹部との間に待遇
の差から矛盾が発生したとも述べている。 
 最近では、外国軍の復員政策・実態の研究もある。米国陸軍部の防備録を用いて西洋の
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学者の研究の観点に依拠しながら、1942 年から 47 年までの米国陸軍の復員を検討した修
士論文がある（28）。 
 復員の研究には急激な時間的潮流の変動からくる困難がともなうため、「抗戦勝利から
国民党の大陸撤退・人民共和国の建国に至る期間は、わずか 4 年余りではあるが刻々と情
勢が変化しており、結果から単純に敷衍して政策の破綻を論じることはできない」（29）と
いうように、分析の結果どのように評価すべきかにも注意が必要になる。 
 教職員は「都市中間層・給与生活者・知識人として社会・経済・思想統制等諸政策が直
接影響する存在であり、さらに国民党・国民政府の支持基盤でもあった」（30）ということ
は、教職員は基層社会を維持するための巨大な職能集団だった。とすれば、軍官、いわゆ
る下、中級将校たちも同様に出身地別に都市と農村の基層社会に影響力を有したと考えて
も間違いではない。軍隊は全員が復員するわけではなかったからどの部分をどのように復
員させていくのかにも腐心しただろう。さらに新たに国防軍を編成建軍する必要性もあっ
たから、復員しながら動員する状況も含んでいたはずである。動員と復員には流動化し、
激甚化した基層社会の状況の実態解明も必須である（31）。 
 次に史料面である。管見した限りでは、中国第二歴史案館編『中華民国史案資料
編』第五輯第三編 軍事（一）（32）の[二]反共軍事措施の（二）軍隊復員整編には軍事復
員に関する史料が数編収録されている。また 1946 年 4 月軍政部が行政院の関連する各部会
と合同で制定した「第一期復員軍官（佐）個別転業訓練計画綱要」（33）もある。編成を解
かれた下級将校に対して、中央訓練団が担当機構となって、職業訓練を施して就労促進す
る計画である。15 万人からなる将校を希望に従い、10 種類の職種（警察官、交通管理者、
鉱産資源管理者、農林牧畜業従事者、土地測量者、地方行政官、地方衛生業務者、金融財
政業従事者、義務教育教員、労働服務隊監督指導員）に分けて職業訓練する。楊杰もほぼ
同じような職種への転業の必要性に言及しているが、今後に研究の余地がある重要問題で
あるとも述べている。史料からは、国民政府は復員計画を立案しており、すでに 1945 年
11 月には復員軍人の身のふりかたをつける計画の概要を軍政部が立案していたことがわ
かる。国民政府も編成を解かれた軍人が復員するための計画委員会を組織する訓令どの程
度実行されたのかは今のところ定かではなく、今後の分析課題となるが、その理由は抗日
戦争勝利後、戦後処理をはじめたばかりのときにいわゆる国共内戦が勃発してしまうから
である。 
 
（注） 
（１）「舞鶴引揚記念館の資料調査 有識者会議メンバー」（『朝日新聞』朝刊 2015 年 8
月 8 日）。舞鶴引揚記念館 HP では、「舞鶴では昭和 20 年(1945 年)10 月 7 日に最初
の引揚船“雲仙丸”の入港から昭和 33 年 9 月 7 日の最終引揚船“白山丸”まで国内
で唯一 13 年間にわたり約 66 万人もの引揚者・復員兵を迎え入れました。舞鶴引揚
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 記念館は、昭和 63 年(1988 年)4 月に舞鶴市民や引き揚げて来られた方々をはじめ、
全国の皆様のご支援・ご協力によって開館し、再び繰り返してはならない“引き揚
げ”の史実を未来に伝え「平和の尊さ、平和への祈り」のメッセージを発信してお
ります。当館には、シベリアの地で使用したコートなどの防寒着をはじめ引揚證明
書などの文書類など全国から約 1 万 2 千点の貴重な資料の寄贈を受け、常設展示に
て 1000 点を超える展示をおこなっております」という紹介文が掲載されている。記
念館は 2015 年 9 月 28 日に改修工事を終えて、リニューアル Open した
(http://m-hikiage-museum.jp 2015 年 10 月 1 日閲覧）。 
（２）楊杰は 1940 年 1 月末に特命全権ソ連大使の職務を解かれ重慶に帰国して以降、目立
った軍職に復帰することはなかった。蒋介石との葛藤が指摘されるが真実の解明は
これからである。公務は講演であり、私的なライフワークは執筆だった。国民党中
央訓練団で『国防講話』『国家総動員』を講演している。これ以後毎期の講師とし
て講演していたことがわかる。これ以外の講座も担当していたことがわかる。ほか
にも陸軍大学や中央軍官学校、中央政治学校などで講座を担当した。『国防講話』
および中央訓練団については、以下の拙訳に解説があるので、参照されたい。「楊
杰『国防講話』解説と翻訳」（『立命館東洋史学』第 35 号・2012 年 7 月）。 
（３）雛同礼 楊徳芬が策画し、厳則敬 李立綱の主編で、雲南民族出版社から 2011 年に出
版された。全三巻。出版のいきさつについては、拙稿「『楊杰将軍文集』出版の持
つ意味－「近代中国における歴史人物評価をめぐって」補遺－」（『立命館東洋史
學』第 36 号 2013 年 7 月）を参照されたい。 
（４）『楊杰将軍伝』は雲南人民出版社から 1993 年に、『楊杰将軍思想研究』も雲南人民
出版社から 1989 年に出版されている。この二冊以外に研究書の出版はない。 
（５）第一次世界大戦を終結するため 1919 年 6 月 28 日にパリ郊外のベルサイユ宮殿で締
結されたベルサイユ条約では、ライン川左岸の非武装化を課していた。 
（６）クラウゼヴィッツ（1780－1831 年）はフランス革命とナポレオンによる戦争の変革
の時代に生きたプロイセンの軍人。『戦争論』（1823 年）の著者。才能と努力をも
って戦争の本質の解明に取り組み、初めて戦争を明確に定義することに成功した。
『戦争論』は戦争というきわめて複雑な政治的・社会的現象を深く分析し、論理的
に、かつ、体系的に説明した偉大な古典的著作となっている（野中郁次郎『戦略論
の名著 孫子、マキアヴェリから現代まで』中公新書 2215・2013 年、60 頁）。 
（７）ルーデンドルフ（1865－1937 年）は、第一次世界大戦においてドイツの戦争遂行の
原動力となった人物。1884 年に陸軍に入隊し、94 年以降はほぼ一貫して参謀本部で
勤務し、作戦部長として二正面作戦計画の立案に尽力した。開戦後はヒンデンブル
グ参謀総長の下で参謀次長として戦争を指導した。著書として『国家総力戦』のほ
かに、第一次世界大戦の回顧録と用兵と政治の関係を論じたものがある。 
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（８）ドイツの無制限潜水艦作戦と英国艦隊による対ドイツ経済封鎖を指す。潜水艦は長
大な航続力を発揮できるディーゼル機関の導入と前後して、船体は水中排水量 600
～800 トン以上へ大型化し、外洋行動能力を獲得するに至った。ドイツ海軍はその
最初のディーゼル潜 U－19 型（1912 年）に甲板砲を搭載し、費用対効果のきわめて
高い通商破壊戦の実施を可能とした。ドイツは 1917 年 2 月 2 日以降、英仏伊周辺と
地中海に交通禁止帯を設置、域内を航行する一切の船舶を船籍に関わりなく撃沈し
はじめた。英国は通商手段を破壊され一時期は飢餓状態に陥ったが、護送船団方式
を採用してドイツ軍の潜水艦攻撃被害を軽減した。 
（９）未詳。 
（10）1883－1983 年。現代アメリカの経済学者。1905 年、ペンシルヴァニア大学法学部を
卒業し、母校の経済学准教授、スワースモア・カレッジ講師、トレド大学社会科学
教授、アメリカ人民会議議長、進歩的思想家で、『アメリカ帝国』『ドル外交』は
好評を博した（『岩波西洋人名辞典増補版』岩波書店・1995 年）。 
（11）1851 年 9 月創刊のアメリカの代表的日刊紙。質の高いニュース報道で知的ジャーナ
リズムの基礎を確立した。特に海外に広い取材網を敷き、優れた海外特派員を輩出
した。 
（12）白起（？－前 257 年）戦国秦の武将で昭王に仕え、昭王 14（前 293）年に韓と趙を
伊闕で破り、同 28 年には楚の都を占領し、功績により武安君に封じられた。列国を
攻めて 70 余城を占領し、秦のために大功を立てた。同 47 年に長平で趙軍を破り、
降伏者 40 余万人を穴埋めにした。疑いをかけられ兵卒に落とされて死を命じられて
自害した。 
（13）阿房宮は始皇帝が渭水の南の上林苑に建設していた旧来の咸陽宮より広大で壮麗な
大宮殿。項羽により焼かれたが三ヶ月間も火が消えなかったという。また、阿房宮
の賦は杜牧（803－852 年）の作。杜牧は晩唐の詩人。長安出身。剛直の人で、「阿
房宮賦」を作り敬宗の奢侈を諫めたり、政治と兵事にも関心を持ち、唐王朝の退廃
からの回復をはかったが、努力は実らなかった。 
（14）蒙恬（？－前 210 年）始皇帝に仕えた武将。前 221 年から将軍として北方の匈奴の
侵入を防ぐため出陣し、その討伐や万里の長城の構築に努めた。始皇帝の死後、謀
略によって二世皇帝から死を命じられ、服毒死した。 
（15）扶蘇（？－前 210 年）は秦の始皇帝の長男、温厚な人格と聡明さで将来を嘱望され
ていたが、焚書坑儒に諫言したため始皇帝の怒りを買い、北方の騎馬民族・匈奴に
対する国境警備の監督を命じられ、僻地の蒙恬の駐屯地へ遠ざけられた。始皇帝の
喪は混乱を避けるべく秘密にされたが、謀略により扶蘇には自害を勧める偽の詔が
渡された。蒙恬は偽詔であることを看破し、その旨を扶蘇に進言したが、「疑うこ
と自体義に反する｣と述べてそれを受け入れず、偽命に従って自決したと言われる。 
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 （16）「天下の兵を収め、之を咸陽に聚め、銷かして、以て鐘・鐻・金人十二を為る」『史
記』秦始皇本紀（福島正『史記・漢書』角川書店・1989 年）、182 頁。 
（17）「天下の豪富を咸陽に徒すこと十二万戸」『史記』秦始皇本紀。（福島正『史記・
漢書』角川書店・1989 年）、182 頁。 
（18）『隋書』食貨志には、「時に煬帝遼、碣に軍を従事し軍府を増設して、掃地為兵し
た。これにより租税納入はますます減少した」と書かれている。 
（19）『隋書』食貨志には、「煬帝が即位したとき、戸口はまずます多く、国庫も充ち満
ちていたから、婦女子、奴婢部曲の税を免除したのである。男子は二十二歳を以て
成人とした。東都を建設しはじめ、尚書令の楊素を造営大監とし、毎月人夫二百万
人を必要とした」と書かれている。 
（20）四世紀の初頭から華北の地で約一世紀にわたり興亡を繰り広げた五つの民族。匈奴
・羯・鮮卑・氐・羌。主に西北方面から中華の土地に進攻し移住、晋の八王の乱以
後自立しはじめ、それぞれが長江以北の地に建国した。 
（21）華北と江南の間を御河、黄河、淮河、揚子江などの河川を利用して開削し、連結し
た水路。江南の豊かな物資を華北にある都に運ぶとともに、華北、華中を政治的に
結合するために長い間重要な役割を果たした。 
（22）『隋書』中には、「東は薊（河北）に達し、その長さは三千里、幅は百歩、国を挙
げて御道を建設した」、「御道を造り、両側に柳の樹を植えた」という記述がある。 
（23）高田幸男「教育における「復員」と教職員」（姫田光義編著『戦後中国国民政府史
の研究 1945－1949 年』中央大学出版部・2001 年、263－288 頁）。 
（24）孫玉芹「抗戦勝利後青年軍復員問題研究」（『党史博採』2007－7）、8－9 頁。 
（25）周倩倩「抗戦勝利後的青年軍復員：以江蘇為例」（『民国案』2013 年第 4 期）、
128－135 頁。 
（26）前掲、高田論文でも、生活問題を指摘しているから（265 頁）、生計問題は復員の
成功の重要な鍵とみてよいだろう。 
（27）満永「1950 年代郷村復員軍人生活研究－以皖西地区為中心」（『党史研究與教学』
2013 年第 1 期）、10－20 頁。 
（28）王小軍「二戦美国軍人的復員研究」（浙江師範大学・2010 年修士論文）。 
（29）前掲、高田論文、266 頁。 
（30）前掲、高田論文、267 頁。 
（31）笹川裕史『中華人民共和国誕生の社会史』（講談社選書メチエ・2011 年）などの研
究を参照。著者は日中戦争から内戦期、人民共和国成立まで基層社会の分析研究に
力を注いでいる。 
（32）（江蘇古籍出版社・1999 年）の出版である。 
（33）周寧選輯（『民国案』2005 年第 4 期総第 82 期）、41－50 頁。 
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